
茨
城
県
は
日
立
市
へ
、
建
設
受

諾
の
要
請
を
文
書
で
渡
し
ま
し

た
。
千
葉
議
員
は
、
本
市
が
い
つ

頃
回
答
を
行
う
予
定
な
の
か
質
問

し
ま
し
た
。

小
川
市
長
は
「
市
議
会
特
別
委

員
会
の
審
議
の
状
況
を
踏
ま
え
、

地
元
住
民
等
の
御
理
解
、
企
業
へ

の
影
響
等
を
勘
案
し
、
総
合
的
に

熟
慮
す
る
」
「
県
へ
の
回
答
は
、

状
況
を
慎
重
に
踏
ま
え
な
が
ら
判

断
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

新
処
分
場
が
建
設
さ
れ
る
と
な

れ
ば
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
エ
コ
ク

リ
ー
ン
か
み
ね
）
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
か
、
市
民
は
不
安
を
抱

い
て
い
ま
す
。
千
葉
議
員
は
市
内

の
一
般
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
て
い

る
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
後

期
基
本
計
画
で
う
た
っ
た
目
標
に

従
い
、
今
後
も
運
用
し
て
い
く
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
の
か
質
問
し

ま
し
た
。

小
川
市
長
は
「
清
掃
セ
ン
タ
ー

は
平
成
13
年
３
月
に
供
用
開
始

し
、
市
内
の
一
般
廃
棄
物
を
受
け

入
れ
て
き
た
。
経
年
等
に
よ
る
施

設
の
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
平
成
30
年
３
月
に
『
日
立
市

清
掃
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
処
理
施
設

長
寿
命
化
総
合
計
画
』
を
策
定

し
、
今
議
会
で
契
約
議
案
と
し
て

提
案
す
る
基
幹
的
設
備
改
良
工
事

な
ど
を
実
施
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
現
在
の
施
設
を
運
用
し
て
い

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

（１） 日立市政報告 ２０２０年１０月

日
本
共
産
党
日
立
市
議
団
は
７

月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
諏
訪

町
や
西
成
沢
町
、
鮎
川
町
を
中
心

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
４
０
１

通
の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

建
設
「
賛
成
」
が
17
通(

４

％)

、
「
反
対
」
が
３
４
０
通(

86

％)

、
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」

が
38
通(

10
％)

で
し
た
。
意
見
欄

に
は
「
空
気
が
悪
く
な
る
・
悪
臭

・
騒
音
・
健
康
を
害
す
る
の
で
反

対
」
、
「
団
地
の
密
集
地
に
処
分

場
を
計
画
す
る
こ
と
自
体
、
住
民

を
無
視
し
た
、
計
画
者
側
の
勝
手

な
都
合
で
あ
り
、
反
対
す
る
！
」

と
い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

不
安
な
項
目
は
「
道
路

交
通
」
だ
け
で
な
く
多
岐

に
渡
っ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
（
下
の
グ

ラ
フ
）
。

千
葉
議
員
は
９
月

の
一
般
質
問
で
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
し
「
自
然
然

環
境
を
汚
染
し
な
い
で
ほ
し
い
。

人
体
や
作
物
に
悪
化
を
及
ぼ
す
の

で
反
対
」
と
い
う
市
民
の
声
が
あ

る
と
述
べ
、
県
に
対
し
て
「
受
諾

し
な
い
」
と
回
答
し
、
建
設
要
請

を
断
よ
う
小
川
市
長
へ
要
望
し
ま

し
た
。

茨
城
県
へ
の

回
答
時
期
は
未
定
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県
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

建
設
受
諾
を
し
な
い
よ
う
要
請

茨
城
県
議
会
で
産
廃

処
分
場
問
題
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
江
尻
県

議
は
「
候
補
地
の
２
km

圏
内
に
い
く
つ
も
住
宅

団
地
が
あ
り
、
約
１
６

０
０
世
帯
、
４
千
人
が

暮
ら
し
、
搬
入
ル
ー
ト

の
道
路
沿
い
に
は
保
育

園
や
小
中
学
校
も
あ
る
」
、
「
ど

う
し
て
こ
ん
な
場
所
が
選
ば
れ
た

の
か
。
知
事
は
動
物
園
に
パ
ン
ダ

と
言
い
、
今
度
は
ゴ
ミ
捨
て
場
と

言
い
、
こ
れ
が
県
北
振
興
な
の

か
」
と
指
摘
し
、
「
１
０
０
年
に

わ
た
っ
て
石
灰
石
を
掘
り
産
業
遺

産
と
も
言
う
べ
き
地
層
が
見
事
に

現
れ
て
い
る
。
そ
の
隣
は
約
５
億

年
前
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
の
地
層
が
現

れ
る
貴
重
な
ジ
オ
サ
イ
ト
だ
」
と

県
北
振
興
に
活
か
せ
る
資
源
が
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。

江
尻
県
議
は
「
整
備
を
受
け
入

れ
る
か
ど
う
か
は
日
立
市
民
、
周

辺
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
て
日
立

市
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
、
反
対
と
い
う
判
断

が
今
後
あ
っ
た
場
合
に
県
は
当
然

そ
れ
を
尊
重
し
、
柔
軟
に
対
応
す

る
の
か
？
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

質
問
に
対
し
て
大
井
川
知
事
は

「
当
然
そ
の
と
お
り
」
と
断
言
し

ま
し
た
。

日
立
市
が
建
設
を
き
っ
ぱ
り
断

れ
ば
処
分
場
は
建
設
さ
れ
ま
せ

ん
。
日
立
市
へ
多
く
の
市
民
の
声

を
届
け
る
事
が
大
切
な
時
で
す
。

建
設
反
対
が
86
％

日
立
市
が
反
対
し
た
場
合
、

県
は
尊
重
す
る
か
？

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

９
月
３
日
か
ら
28
日
ま
で
、
日
立
市
議
会
第
３
回
定
例
会
（
９
月
定
例

議
会
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
千
葉
た
つ
お
議
員
は
９
月
７
日
の
本
会
議
で

一
般
質
問
に
立
ち
、
日
立
市
諏
訪
町
が
候
補
地
と
な
っ
て
い
る
県
の
産
業

廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
、
建
設
を
受
諾
し
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

不安な項目は？

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
、
日

立
市
諏
訪
町
に
作
る
事
に
賛
成
で

す
か
反
対
で
す
か
？

茨城県議会 産廃処分場への住民意見について
大井川知事が答弁

処分場候補地の唐津沢には水が溜まっている（諏訪町 太平田鉱山跡地）

大井川知事に質問する
江尻加那県議

大
井
川
知
事
「
当
然
そ
の

通
り
」
と
答
弁

不
安
な
項
目
が

多
岐
に
渡
る

清
掃
セ
ン
タ
ー
は

運
用
し
続
け
る
方
針延命化し引き続き運用していく

清掃センター（エコクリーンかみね）



対象者
接種・助成

回数
助成額等

65歳以上 1回
60歳以上65歳未満の医師証明者 1回
生後6か月以上13歳未満 2回
13歳以上19歳未満 1回
妊娠している方 1回
19歳以上65歳未満 1回 1,000円

生後6か月以上の生活保護を受給
している方(申込み必要)

1回
(13歳未満
は2回)

市内で接種する場合
は無料

3,000円(1回あたり)

小
林
議
員
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
拡
大
を
質
問
し
ま
し
た
。

保
健
福
祉
部
長
は
「
本
市
で
は
65
歳
以
上
の

方
を
対
象
と
す
る
予
防
接
種
の
ほ
か
、
市
独
自

で
１
歳
以
上
19
歳
未
満
の
方
へ
は
半
額
と
な
る

2
千
百
円
を
助
成

し
て
い
る
。
重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い

方
々
や
、
希
望
す

る
市
民
が
接
種
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
医
師
会
と
連
携
し
、
県

に
ワ
ク
チ
ン
確
保
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

市
独
自
助
成
の
対
象
者
拡
大
や
助
成
額
拡
充
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
、
接
種
を
受
け
や
す
い
環

境
整
備
を
図
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
で
は
対
象
年
齢
を
19
歳
以
上
65
歳
未
満
ま

で
に
も
広
げ
、
助
成
増
額
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
日
立
市
議
団
は
９
月
議
会
の
議

案
「
令
和
元
年
度
決
算
の
認
定
」
に
反
対
し
討

論
を
行
い
ま
し
た
。
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
の

影
響
は
深
刻
で
、
緊
急
に
、
少
な
く
と
も
５
％

に
戻
す
べ
き
で
す
。
不
要
不
急
の
事
業
を
凍
結

し
、
住
民
の
暮
ら
し
、
福
祉
を
守
り
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
、
市
は
第
一
の
仕
事
と
す
る
よ
う
訴

え
ま
し
た
。

小
林
議
員
は
、
子
ど
も
た
ち
が
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
人
と
の
接
触
が
制
限
さ
れ
、
子
ど
も
同
士

の
関
係
性
も
奪
わ
れ
、
心
身
と
も
に
不
安
定
に

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
教
室
で
身
体
的
距
離
を

２
～
１
メ
ー
ト
ル
確
保
す
る
に
は
、
１
教
室

（
64
㎡
）
あ
た
り
20
名
程
度
と
な
る
こ
と
を
あ

げ
、
国
が
教
員
増
、
教
室
の
確
保
を
す
る
こ
と

な
ど
手
厚
い
教
育
が
必
要
で
あ
り
、
学
級
単
位

で
の
少
人
数
学
級
に
す
る
べ
き
と
訴
え
、
少
人

数
教
育
の
拡
充
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
部
長
は
「
少
人
数
学
級
の
拡
充
は
感
染

症
対
策
と
し
て
も
有
効
で
あ
り
、
児
童
生
徒
の

き
め
の
細
か
い
指
導
に
も
効
果
が
期
待
で
き

る
」
と
し
、
「
少
人
数
指
導
教
員
、
理
科
支
援

教
員
、
生
活
指
導
員
を
配
置
し
て
、
１
ク
ラ
ス

を
複
数
で
指
導
で
き
る
よ
う
市
独
自
の
取
組
を

し
て
い
る
」
な
ど
答
弁
。
ま
た
、
学
校
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
２
８
０
人
を
超
え
る
応
募
が
あ
り

全
員
に
環
境
整
備
に
あ
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

こ
と
や
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の
導
入
な

ど
の
取
組
を
紹
介
し
「
全
国
的
に
み
て
も
充
実

し
た
人
的
配
置
」
と
応
え
ま
し
た
。

○
「
自
家
増
殖
を
原
則
禁
止
と
す
る
種
苗
法

『
改
正
』
の
取
り
や
め
を
求
め
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願
」
県
北
農
民
セ
ン
タ
ー

紹
介

議
員
は
千
葉
議
員

審
議
で
「
地
域
の
農
業
衰
退
に
つ
な
が
る
」

と
訴
え
ま
し
た
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
小

林
、
千
葉
両
議
員
は
採
択
す
べ
き
立
場
を
と
り

ま
し
た
。

○
「
新
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
整
備
候
補
地

を
撤
回
し
、
自
然
環
境
、
生
活
環
境
、
道
路
交

通
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
新
日

本
婦
人
の
会

紹
介
議
員
は
千
葉
議
員

議
会
特
別
委
員
会
で
調
査
中
で
あ
り
、
な
お

よ
く
精
査
す
る
た
め
継
続
審
査
に
な
り
ま
し

た
。
小
林
、
千
葉
両
議
員
は
採
択
す
べ
き
立
場

を
と
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
、

「
40
人
学
級
」
の
矛
盾
が

噴
き
出
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
学
び
の
環
境

や
、
心
の
ケ
ア
、
安
全
を

保
障
す
る
う
え
で
、
20
人

程
度
の
少
人
数
学
級
の
実

現
は
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
教
育
へ
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
公
的
支
出
は
、
日
本
は

２
・
９
％
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
35

カ
国
中
、
最
下
位
で
す
。

こ
れ
を
平
均
４
・
０
％
ま
で
引
き
上
げ
れ

ば
、
教
員
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
が
可
能
で
、

少
人
数
学
級
は
十
分
に
実
現
で
き
ま
す
。

（２） 日立市政報告 ２０２０年１０月

日
立
市
は
「
学
校
再
編
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
お
り
素
案
が
ま
と
ま
り
、

概
要
が
市
報
に
折
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

現
在
、
市
民
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
募
集
期
間
は
10
月
31
日
（
土
）
ま

で
で
す
。

計
画
策
定
の
背
景
と
し
て
、
人
口
減

少
や
少
子
化
に
よ
り
児
童
生
徒
数
や
学

級
数
が
減
少
し
、
学
校
が
小
規
模
に
な

る
と
教
員
の
目
が
行
き
届
き
指
導
が
充

実
す
る
な
ど
良
い
面
が
あ
る
一
方
で
、

人
間
関
係
が
固
定
し
や
す
く
、
様
々
な

課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
と
し

て
い
ま
す
。

今
す
ぐ
、
誰
で
も
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

千葉達夫
教育福祉委員会
森山町在住

090-9660-1246

小林真美子
総務産業委員会
弁天町在住

090-1211-8810

日本共産党日立市議団
市民の願い実現へ全力！

〈
請
願
・
陳
情
〉

消
費
税
10
％
で
深
刻

決
算
の
認
定
に
反
対

少
人
数
学
級
で
こ
そ

学
び
が
保
障
さ
れ
ま
す

インフルエンザ予防接種助成が拡大されました

少
人
数
教
育
の
拡
充
を

インフルエンザ予防接種の助成拡大を
要望する小林議員

日立市立学校再編計画
再編スケジュールなどの計画が示されました

日立市ホームページより


